
（
九
）
黄
龍
山
遍
照
寺 

（
神
辺
町
西
中
条
） 

松
風
館
に
次
い
で
多
く
の
詩
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
が
遍
照
寺
で
、
そ
の
数
は
二
十
数
首
と
言
わ
れ
て
い
る
。
遍
照
寺 

は
西
中
条
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
院
で
、
茶
山
詩
に
出
て
く
る
「
黄
龍
山
」
は
こ
の
寺
の
山
号
で
あ
る
。 

本
堂
の
前
に
立
つ
記
念
碑
の
説
明
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
建
武
の
中
興
で
中
条
村
地
頭
職
に
深
水
菖
蒲
山
城
主
真
瀬
（
さ
な
せ
）
氏
直
系
の 

 
 
 
 
 

出
雲
守
信
正
に
よ
り
、
現
在
地
に
遍
照
寺
建
立
さ
れ
る
。
当
初
は
興
福
寺
と
云
う
。 

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
真
瀬
氏
落
去
の
後
再
建
さ
れ
遍
照
寺
と
号
す
。
初
代
住
職
は
宥
朝
上
人
、
以
降
の
上
人 

の
上
人
法
印
職
に
就
任
さ
れ
る
方
も
多
し
。 

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
旧
本
堂
建
立
さ
れ
る
（
宥
智
上
人
）。
以
後
、
約
二
百
七
十
年
聳
立
す
。 

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
玄
道
（
大
空
）
上
人
、
四
十
四
歳
に
し
て
亡
く
な
る
。
菅
茶
山
と
親
し
く
交
友
あ
り
て 

遍
照
寺
に
し
ば
し
ば
来
訪
す
。 

（
後
略
） 

         

遍
照
寺
へ
の
道
は
、
現
在
は
車
で
気
楽
に
登
れ
る
が
、
麓
か
ら
急
な
山
道
を
幾
た
び
か
折
れ
曲
が
り
、
か
な
り
高
い 

と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
参
道
沿
い
に
は
谷
川
が
流
れ
、
大
き
な
岩
や
木
々
が
点
在
す
る
。
茶
山
は
こ
の
遍
照
寺
に
度
々 

登
り
、
月
見
を
行
っ
た
り
、
大
空
上
人
や
吟
友
と
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
い
る
。 

茶
山
が
遍
照
寺
を
度
々
訪
れ
た
の
は
、
遍
照
寺
か
ら
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
、
学
僧
大
空
上
人
の
存
在
と
、 

 
 
 

中
条
に
詩
を
詠
む
吟
友
が
多
か
っ
た
な
ど
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
空
上
人
は
弟
子
の
大
了
上
人
に
寺
を
ゆ
ず
り
、 

高
野
山
に
登
ら
れ
て
い
る
。
寺
に
は
招
魂
碑
が
建
て
ら
れ
、
詩
一
篇
と
詩
一
首
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
遍
照
寺
に
登
ら
れ 

た
際
は
茶
山
先
生
と
大
空
上
人
の
会
話
に
耳
を
澄
ま
せ
て
ほ
し
い
。
楽
し
気
な
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
か
も
。 

招
魂
碑
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

 
 

一
「
七
月
十
六
日
同
道
光
上
人
登
遍
照
寺
途
中
」 

 

七
月
十
六
日
道
光
上
人
と
同
に
登
る
遍
照
寺
途
中 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
二 

 

黄
昏
尋
寺
入
松
栢 
 
 

黄
昏
（
こ
う
こ
ん
） 

寺
を
尋
（
た
ず
）
ね
て
松
柏
（
し
ょ
う
は
く
）
に
入
れ
ば 

 
 
 
  
 
    

雲
濕
衣
衫
水
鳴
屐 

 
 

雲
は
衣
衫
（
い
さ
ん
）
を
湿
（
う
る
）
お
し 

水 

屐
（
げ
き
）
に
鳴
る 

 
 
 
 
 
 

不
有
月
光
能
引
人 

 
 

月
光 

能
（
よ
）
く
人
を
引
く
に
有
ら
ず
ん
ば 

 
 
 
 
 
 

何
知
臥
虎
是
奇
石 

 
 

何
（
な
）
ん
ぞ
知
ら
ん 

臥
虎
（
が
こ
）
の
是
れ
奇
石
な
る
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

黄
昏
～
た
そ
が
れ
、 

柏
～
常
緑
樹
の
総
称 

か
し
わ
の
木
、
衫
～
衣
服 

下
着
、 

屐
～
木
製
の
履
物
、
下
駄 

臥
～
ふ
す 

横
た
わ
る 

 
 

 
 

 

（
大
意
） 

歴代の上人が見守る 

本堂と庫裡 

歴代上人の墓群 

大空上人の墓 

茶山詩碑も建っている 



 
 

 
 

 
 

 
 

黄
昏
の
時
遍
照
寺
を
尋
ね
て
松
や
栢
の
木
の
間
を
た
ど
る
と
、
お
寺
に
雲
が
か
か
っ
て
着
物
が
じ
っ
と
り
し
て 

き
た
。
足
元
で
は
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
く
る
。
や
が
て
月
が
出
て
、
人
や
物
が
は
っ
き
り
見
る
よ
う
に 

な
ら
な
け
れ
ば
、
道
端
に
見
え
る
の
が
、
こ
わ
い
虎
が
臥
せ
っ
て
い
る
の
か
、
珍
し
い
形
を
し
た
岩
が
虎
に
み
え 

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

 

 
 

二
「
歳
杪
寄
大
空
師
」 

歳
杪
（
さ
い
び
ょ
う
）
大
空
師
（
だ
い
く
う
し
）
に
寄
せ
る 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

荒
歳
村
居
事
亦
紛 

 
 
 

荒
歳
（
こ
う
さ
い
）
村
居
事
（
こ
と
）
亦
（
ま
た
）
紛
（
ふ
ん
）
た
り 

 
 
 
 
 
 

隣
閭
警
盗
譟
宵
分 

 
 
 

隣
閭
（
り
ん
り
ょ
）
盗
（
と
う
）
を
警
（
い
ま
し
）
め
て 

宵
分
（
し
ょ
う
ぶ
ん
）
に
譟
（
さ
わ
）
ぐ 

 
 
 
 
 
 

遥
知
姑
射
峰
頭
月 

 
 
 

遥
（
は
る
）
か
に
知
る
姑
射
峰
頭
（
こ
や
ほ
う
と
う
）
の
月 

 
 
 
 
 
 

寺
寺
經
聲
咽
白
雲 

 
 
 

寺
寺
（
じ
じ
）
の
経
声
（
き
ょ
う
せ
い
）
白
雲
（
は
く
う
ん
）
に
咽
（
む
せ
）
ぶ 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歳
杪
～
年
の
暮
れ 

 

大
空
師
～
遍
照
寺
住
職 

 

荒
歳~

不
作
の
年 

 

閭
～
村
里 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紛
～
ま
ぜ
か
え
す
、
物
騒
な 

 

宵
分
～
夜
半 

 

譟
ぐ
～
騒
ぐ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姑
射
峰
～
仙
人
の
住
む
と
い
う
峰 

 
 
 
 
 

（
大
意
） 

今
年
は
飢
饉
で
村
里
は
事
が
物
騒
な
こ
と
だ
。
隣
村
で
は
泥
棒
の
警
戒
に
出
て
こ
の
夜
中
に
騒
い
で
い
る
。 

は
る
か
彼
方
姑
射
峰
の
上
に
は
か
か
わ
り
な
げ
に
月
が
か
か
っ
て
い
る
。
寺
々
の
読
経
の
声
が
白
雲
に 

む
せ
ぶ
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊
詩
碑
の
裏
面
に 

「
黄
龍
山
遍
照
寺
釈
秀
傳
老
師
秘
蔵
書
」
と 

あ
り
、
こ
の
詩
は
遍
照
寺
に
一
幅
の
軸
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ 

と
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

三 

「
黄
龍
山
呈
充
國
」 

 

黄
龍
山
（
お
う
り
ゅ
う
ざ
ん
）
充
國
（
じ
ゅ
う
こ
く
）
に
呈
（
て
い
）
す 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 
巻
五 

 
 
 
 
 

脚
注 

 
 
 

充
國
遊
此
距
今
二
十
年
矣 

 
 

充
國 

此
に
遊
ぶ
こ
と 

今
を
距
（
へ
だ
）
て
る
こ
と
二
十
年
な
り
や 

 
 
 
 
 
 

當
時
唱
和
者
篁
大
道 

 
 
 
  

当
時 

唱
和
（
し
ょ
う
わ
）
す
る
者 

篁
（
た
か
む
ら
）
大
道 

 
 
 
 
 
 

大
空
上
人
松
井
子
璐
諸
人 

 
 

大
空
上
人 

松
井
子
璐
（
し
ろ
）
諸
人 

 
 
 
 
 
 

今
皆
不
在
獨
河
子
蘭
及
余
存 

  

今
は
皆
な
在
（
あ
ら
）
ず
独
（
ひ
と
）
り
河
相
子
蘭
及
び
余
（
よ
）
存
す 

 
 
 
 
 
 
 

篁
大
道
～
茶
山
の
弟
子 

 

河
相
子
蘭
～
西
中
条
村
庄
屋 

（
子
蘭
・
子
璐
に
つ
い
て
は
後
述
） 

 

大
空
上
人
～
遍
照
寺
住
職 
 
 

唱
和
～
相
手
の
作
っ
た
詩
歌
に
こ
た
え
て
詩
や
歌
を
作
る
こ
と 

 

矣
～
訓
読
で
は
読
ま
な
い
。
断
定
、
限
定
、
疑
問
反
語

 
  
 
 
 

 

長
松
大
石
舊
林
邱 

 
 

 
 

 

長
松
（
ち
ょ
う
し
ょ
う
）
大
石
（
だ
い
せ
き
）
旧
林
邱
（
き
ゅ
う
り
ん
き
ゅ
う
） 

 
 
 
 
 
 

二
十
餘
年
感
壑
舟 

 
 
 
 
 

二
十
余
年
壑
舟
（
が
く
し
ゅ
う
）
を
感
ず 

 
 
 
 
 
 

嘆
息
當
時
携
手
者 

 
 
 
 
 

嘆
息
（
た
ん
そ
く
）
す 

 

当
時
（
と
う
じ
）
手
を
携
（
た
ず
さ
）
え
し
者 

 
 
 
 
 
 

幾
人
相
對
説
曾
遊 

 
 
 
 
 

幾
人
か
相
対
し
て
曽
遊
（
そ
う
ゆ
う
）
を
説
（
と
）
か
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

壑
舟
～
壑
は
穴
、
穴
の
開
い
た
舟
。
人
の
世
は
無
常
だ
と
使
っ
て
い
る
。 

曾
遊
～
か
つ
て
遊
ん
だ
（
詩
を
詠
ん
だ
） 

（
大
意
） 

昔
遊
ん
だ
林
の
丘
や
長
い
松
、
大
き
な
石
を
見
て
い
る
と
、 



二
十
年
以
上
経
っ
た
今
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
感
慨
を
覚
え
る
。 

だ
が
、
当
時
吟
遊
し
た
友
は
、
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
う
し
て
残
っ
た
幾
人
か
で
、
昔
を
懐
か
し
く
語
り
合
お
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

 

永
富
充
國 

 

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
～
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
） 

 

名
は
友
。
充
國
は
字
。
号
は
亀
山
。
通
称
は
数
馬
。
長
門
の
国
儒
医
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
長
崎
五
島
の
藩
儒 

な
っ
た
が
四
十
歳
で
致
仕
し
て
い
る
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
黄
葉
夕
陽
村
舎
を
訪
れ
講
義
も
し
て
い
る
。 

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
永
富
充
國
、
河
相
子
蘭
、
篁
大
道
な
ど
の
吟
友
と
中
秋
の
詩
会
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
時 

の
こ
と
を
回
想
し
た
詩
で
あ
る
。
充
國
は
四
五
才
の
若
さ
で
、
河
相
子
璐
は
二
八
才
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
茶
山
は 

詩
を
よ
ん
だ
友
が
次
々
世
を
去
っ
て
ゆ
く
寂
し
さ
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

「
嘆
息
當
時
携
手
者
」
と
あ
り
、
茶
山
先
生
の
た
め
息
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

道
光
上
人 

 
 

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
～
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
） 

諱
は
日
謙
、
字
は
道
光
、
聽
松
庵
と
号
す
。
大
阪
の
生
ま
れ
で
、
京
都
本
国
寺
で
修
行
。
出
雲
の
平
田
の 

法
恩
寺
の
住
職
。
上
人
は
度
々
茶
山
を
訪
ね
て
お
り
、
長
逗
留
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
茶
山
は
上
人
と
一
緒
に 

諸
方
に
出
か
け
て
共
に
詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
茶
山
と
気
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

四 

「
所
見
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
二 

 

 
 
 
 
 
 

登
山
待
月
生 

 
 
 
 

山
に
登
り
て
月
の
生
（
う
）
ま
る
る
を
待
つ 

 
 
 
 
 
 

夕
陽
紅
未
衰 

 
 
 
 

夕
陽
（
せ
き
よ
う
） 

紅
（
く
れ
な
い
）
未
だ
衰
（
お
と
ろ
）
え
ず 

 
 
 
 
 
 

上
上
身
漸
高 

 
 
 
 

上
（
の
ぼ
）
り
上
（
の
ぼ
）
り
て
身
は
漸
（
よ
う
や
）
く
高
し 

 
 
 
 
 
 

月
在
歸
禽
背 

 
 
 
 

月
は
帰
禽
（
き
き
ん
）
の
背
に
在
り 

 

帰
禽
～
ね
ぐ
ら
に
帰
る
小
鳥 

 
 
 
 
 

（
大
意
） 

略 

  
 
 
 

五 

「
次
韻
大
空
上
人
感
事
作
」 

 

大
空
上
人
の
事
に
感
じ
て
の
作
に
次
韻
す 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
二 

  
 
 
 
 
 

人
間
毀
譽
鎭
啾
啾 

 

人
間
（
じ
ん
か
ん
）
の
毀
誉
（
き
よ
） 

鎭
（
し
ず
）
ま
っ
て
啾
啾
（
し
ゅ
う
し
ゅ
う
） 

 
 
 
 
 
 

偶
入
閑
聽
亦
作
憂 

 

偶
（
た
ま
）
た
ま
閑
聴
（
か
ん
ち
ょ
う
）
に
入
る
も 

亦
た
憂
い
を
作
（
な
）
す 

 
 
 
 
 
 

轉
羨
山
中
無
暦
日 

 

転
（
う
た
）
た
羨
（
う
ら
や
）
む 

 

山
中
（
さ
ん
ち
ゅ
う
）
暦
日
無
き
を 

 
 
 
 
 
 

何
曾
皮
裡
有
陽
秋 
 

何
ぞ
曽
（
か
つ
）
て
皮
裡
（
ひ
り
） 

陽
秋
（
よ
う
し
ゅ
う
）
有
ら
ん
や 

 

 
 
 
 
 
 
 

人
間
～
世
間
、
世
の
中 

 

毀
譽
～
謗
る
こ
と
、
誉
め
る
こ
と 

 

啾
啾
～
低
い
声
が
長
く
尾
を
引
い
て
ほ
ぞ
細 

と
続
く
こ
と 

 

山
中
無
暦
日
～
世
間
の
あ
く
せ
く
し
た
生
活
に
関
係
な
い 

皮
裡
～
皮
か
ぶ
り
を
し
て
中
身 

を
隠
し
て
い
る
こ
と 

 

陽
秋
～
春
秋 

 
 
 
 
 

（
大
意
） 

世
の
中
の
ほ
め
た
り
く
さ
し
た
り
は
鎮
ま
っ
た
が
、
低
い
声
は
耳
の
底
に
細
々
と
長
く
続
い
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
声
が
た
ま
た
ま
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
た
、
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
の
生
活
に
は
暦
は
必
要
な
く
、
世
間
の
あ
く
せ
く
し
た
生
活
に
関
係
な
い
暮
ら
し
を
し
て 



お
ら
れ
る
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
羨
ま
し
い
。
ど
う
し
て
皮
か
ぶ
り
を
し
た
中
へ
、
ふ
た
ご
こ
ろ
を
か
く
す 

こ
と
が
あ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

六 
「
遍
照
寺
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
二 

  
 
 
 
 
 

撫
松
拜
石
入
雲
霞 

 
 
 

松
を
撫
（
な
）
で 

石
を
拝
し
て 

雲
霞
（
う
ん
か
）
に
入
る 

 
 
 
 
 
 

滿
路
淸
風
紫
楝
花 

 
 
 

満
路
の
清
風
（
せ
い
ふ
う
） 

紫
楝
（
し
れ
ん
）
の
花 

 
 
 
 
 
 

香
篆
艾
烟
岑
寂
甚 

 
 
 

香
篆
（
こ
う
て
ん
） 

艾
烟
（
が
い
え
ん
）
岑
寂
（
し
ん
じ
ゃ
く
）
甚
し 

 
 
 
 
 
 

緑
陰
堆
裡
病
僧
家 

 
 
 

緑
陰
（
り
ょ
く
い
ん
）
堆
裡
（
た
い
り
）
病
僧
（
び
ょ
う
そ
う
）
の
家 

 

楝
～
セ
ン
ダ
ン
ノ
木 

紫
の
小
さ
な
花
を
つ
け
る 

 

艾
烟
～
お
灸
の
も
ぐ
さ
で
、
そ
の
煙 

岑
寂
～
ひ
っ
そ
り
物
静
か
な
こ
と 

 
 

緑
陰
～
緑
の
陰
が
う
ず
高
く
堆
く
あ
る
状
況 

 
 
 
 

 

（
大
意
） 

立
派
な
枝
ぶ
り
の
松
、
形
の
い
い
石
な
ど
を
み
な
が
ら
霞
の
か
か
っ
た
よ
う
な
遍
照
寺
の
参
道
を
登
る
。 

セ
ン
ダ
ン
の
木
々
が
紫
の
花
を
つ
け
た
枝
が
い
っ
ぱ
い
広
が
り
、
花
の
匂
い
を
含
ん
で
清
ら
か
な
風
が
吹 

い
て
い
る
。
上
人
の
枕
元
の
香
炉
か
ら
、
お
灸
の
よ
う
な
烟
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
ち
の
ぼ
っ
て
お
お
り
、
緑 

の
陰
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
部
屋
で
養
生
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 

 
 

【
付
録
一
】
遍
照
寺
に
関
わ
る
詩
を
追
記
す
る
（
大
意
は
省
略
） 

 
 

 
 
 
 
 

「
黄
龍
山
」 

 
 

黄
龍
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
三 

  
 
 
 

來
時
望
衆
峰 

 
 

来
時
（
ら
い
じ
） 

衆
峰
（
し
ゅ
う
ほ
う
）
を
望
め
ば 

 
 
 
 

奇
絶
令
人
躍 

 
 

奇
絶
（
き
ぜ
つ
） 

人
を
躍
（
お
ど
）
ら
令
（
し
）
む 

 
 
 
 

來
顧
來
時
路 

 
 

来
た
っ
て 

来
時
（
ら
い
じ
）
の
路
を
顧
（
か
え
り
）
み
れ
ば 

 
 
 
 

郊
原
亦
不
惡 

 
 

郊
原
（
こ
う
げ
ん
）
亦
（
ま
）
た
悪
（
あ
）
し
か
ら
ず 

 
 

 
 
 
 

衆
峰
～
ま
わ
り
の
山
々 

 

奇
絶
～
絶
景 

 

郊
原
～
町
は
ず
れ
、
国
境
。
遍
照
寺
に
の
ぼ
っ
た
ら
神
辺
平
野
の 

な
が
め
が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 

「
登
黄
龍
山
」 

 

黄
龍
山
に
登
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
二 

  
 
 
 

彩
翠
糢
糊
晩
照
舂 

 
 

彩
翠
（
さ
い
す
い
） 

糢
糊
（
も
こ
）
と
し
て
晩
照
舂
（
う
す
づ
）
く 

 
 
 
 

不
知
何
處
是
黄
龍 

 
 

知
ら
ず 

い
ず
れ
の
処
か 

是
れ
黄
龍 

 
 
 
 

狂
謌
直
蹈
危
巖
上 

 
 

狂
謌
（
き
ょ
う
か
） 

直
ち
に
踏
む 

危
巖
（
き
が
ん
）
の
上 

 
 
 
 

屐
底
驚
濤
萬
壑
松 

 
 

屐
底
（
げ
き
て
い
） 

濤
（
な
み
）
に
驚
く
万
壑
（
ま
ん
が
く
）
の
松 

  
 
 
 

舂
～
臼
で
穀
物
を
つ
く
。
太
陽
が
没
す
る
、
日
が
入
る 

 

狂
謌
～
戯
れ
に
歌
う
歌
、
冗
談
詩
、 

危
巖
～
危
な
げ
に
重
な
っ
て
い
る
岩 

 

屐
底
～
下
駄
の
底 

 

壑
～
谷 

濤
～
松
を
上
か
ら
見
る
と
波
を
打
っ
た
よ
う
に
み
え
る
さ
ま
を
波
に
た
と
え
て
い
る 
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